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【1】 

（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・
交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 エコツーリズムの促進 

事業主体 

実施体制 

：ＮＰＯ法人朝日町エコミュージアム協会 

：朝日町エコミュージアム案内人の会 

：朝日町 
 

 

 
 

 

 

事業内容 

■事業の概要 

地域の自然や文化をそのまま博物館とするエコミュージアム事業の考え方に基づいてエコツーリ

ズムを促進。併せて推進のための人材育成や交流プログラム等を開発する。 

■観光戦略との関係 

地域の魅力を再発見するエコツーリズムの展開とプログラム開発による、歩き主体の散策・探訪の
充実が期待できる。 

 

スケジュール   ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ資源の調査
と保存、活用 

 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・朝日町ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ案内
人の会の、会員養成 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・圏外への周知・PR 
 

 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

      

 

      

 

      

 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

アクションプログラム ‐2005 

担当窓口 ＮＰＯ法人朝日町エコミュージアム協会                                   

■氏名 宮森由香         
■電話 0237-67-2128 ■ＦＡＸ 0237-67-2128 ■Ｅメール a-ecom@sweet.ocn.ne.jp 
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【2】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 グリーンツーリズムの促進 

事業主体 

実施体制 

：白鷹ふるさと体験塾  ：食の文化街道推進会議 代表 中川順一 

事業内容 

■事業の概要 

最上川沿川にある自然、農村、森林等を活用し、滞在型の都市・地方交流を通じた体験型の観光

交流等を促進。併せて、新たな農村アトラクション等の交流プログラムの充実を図る。 

■観光戦略との関係 

沿川を含めたグリーンツーリズムの展開により、散策・探訪および体験機会の拡充が期待できる。 
 

スケジュール   ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・ 食の提供 

（うんまえもの茶屋） 

 

 

 

     

・農家宿泊 

 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

・農村体験 

 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 

 

 

      

 

 

 

      

 

      

 

担当窓口 白鷹町商工観光課                                      

■氏名  本木修         
■電話  0238-85-2111 ■ＦＡＸ 0238-86-0087 ■Ｅメール 

継続実施 

継続実施 

継続実施 
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【3】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 フットパス観光インフォメーションセンター＆ガイド事業 

事業主体 

実施体制 

：長井まちづくりＮＰＯセンター 

（センター運営、散策ガイド、景観・環境整備、ホスピタリティ醸成、観光メニューや商品開発） 

：フットパス推進ワーキンググループ 
（交流促進プログラム、イベント） 

：長井村塾（ＩＴによる情報発信） 

：文教の杜ながい（利水や舟運文化の学びの場） 
 

 

 
 

 

 

事業内容 

■事業の概要 

 最上川フットパス観光インフォメーションセンターを立ち上げ、それを官民パートナーシップで

運営。情報発信、最上川文化の学習、交流促進、環境改善の啓発などの様々な機能を盛り込んだリ

バーツーリズム支援の拠点とする。 

■観光戦略との関係 

 川と街をつなぐ、ツーリストセンターとして機能し、散策・探訪の地域内流動性を高めること

が期待できる。 

 

スケジュール   ■事業実施期間：平成17～21年度 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・月1情報かわら版の作
製 

 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ﾌｯﾄﾊﾟｽ案内看板等の設

置 

 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ﾌｯﾄﾊﾟｽ観光案内ｾﾝﾀｰ

の立上げ＆ｵｰﾌﾟﾝｲﾍﾞﾝﾄ 

 

  
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ﾌｯﾄﾊﾟｽ沿道の美化活

動・修景事業 
 

  
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ﾌﾞﾗﾝﾁの立ち上げ 

（旧やませ蔵） 

 

           
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

担当窓口 長井まちづくりＮＰＯセンター                                       

■氏名 青木 孝弘         
■電話 0238-84-5537 ■ＦＡＸ0238-88-3896 ■Ｅメール smilesquare@aol.com 
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【4】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 白鷹町鮎貝まちづくり推進事業 

事業主体 

実施体制 

：鮎貝まちづくり推進委員会 

 

事業内容 

■事業の概要 

 地域にある文化、歴史を紹介する史跡マップづくり、地域景観の魅力を再発見する景観フォトコ

ンテスト、地域の活性化を図る鮎貝桜祭り等を実施して観光交流の推進を図る。 

■観光戦略との関係 

周辺には古典桜や深山紙等の伝統文化があり、歩き主体の散策・探訪の充実が期待できる。 
 

スケジュール   ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・まちづくり新聞の発行 

 

      

・鮎貝桜祭り 

 

      

・景観部会(景観賞の募

集古井戸の復活活動) 
 

      

・歴史部会(歴史マップ
作成、歴史案内人の育

成)活性化部会(空き店

舗の活用、10年後の鮎
貝未来像の作成等) 

 

      

 

      

 

      

 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

担当窓口  白鷹町建設水道課                                      

■氏名 樋口係長     
■電話 0238-85-2111  ■ＦＡＸ        ■Ｅメール 
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【5】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 観光魅力づくり調査 

事業主体 

実施体制 

：山寺地区振興会 

：天童市まちづくりネットワーク 

：若松どおり文化むら懇談会 
：朝採りいきいき湯煙横丁 

 

 
 

 

 

事業内容 

■事業の概要 

 観光スポットやビューポイント、歴史、旧街道など地域に埋もれている資源を地元学的に掘り起
こし、自分たちの暮らしが豊かになることと併せて、歩き主体の観光魅力づくりを推進する。 

■観光戦略との関係 

ＮＰＯ等の主体的な地域資源掘り起こしにより、歩き主体の散策・探訪に関する地域情報の共有

化が期待できる。 
 

スケジュール   ■事業実施期間：平成17～20年度 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・観光魅力づくり調査 

 

 

       

 

 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

      

 

担当窓口 天童市まちづくりネットワーク                                       

■氏名 伊藤 彰 
■電話 023-653-6146  ■ＦＡＸ 023-654-7997 ■Ｅメールtendospa@mmy.ne.jp 
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【6】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 最上川スワンパーク冬季観光推進事業 

事業主体 

実施体制 

：酒田市白鳥を愛する会 

 

 
 

 

事業内容 

■事業の概要 

 最上川スワンパークは、日本一の白鳥飛来地となっており、シーズン中約50万人の観光客が訪れ

るため、ここを拠点とした歩き主体の散策・探訪と周遊観光の展開を図る。 

■観光戦略との関係 

川なみ・街なみ観光の展開により、冬季観光の活性化と歩き主体の散策・探訪の充実が期待でき
る。 

 

スケジュール   ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・白鳥等野鳥観察のＰ

Ｒ・指導による情報発信

と交流の場の提供 

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

継続実施 

担当窓口 酒田市白鳥を愛する会                                       

■氏名 事務局         
■電話 0234-23-7481 ■ＦＡＸ 0234-23-7481 ■Ｅメール 
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【7】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 酒田市中心市街地活性化事業 

事業主体 

実施体制 

：酒田ＴＭＯ等 

 

 
 

 

事業内容 

■事業の概要 

 酒田ＴＭＯ等が実施する中心市街地活性化事業との連携により、歩き主体の散策・探訪と観光交

流を促進する。 

■観光戦略との関係 

北前船就航往時の繁栄を再現するなど、歩いて楽しい街づくりの推進が期待できる。 
 

スケジュール   ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・さかた街なかキャンパ

ス事業（学生チャレンジ

ショップ、街なかゼミナ
ール、サテライトキャン

パス）の推進による中心

市街地情報発信と交流
の場の提供 

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

        

 

継続実施 

担当窓口 酒田商工会議所                                       

■氏名 事務局 
■電話 0234-22-9311 ■ＦＡＸ 0234-22-9310      ■Ｅメール 
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【8】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 酒田花火ショー 

事業主体 

実施体制 

：酒田観光物産協会 

 

 
 

 

事業内容 

■事業の概要 

 昭和 4年に始まり、今では夏の風物詩として東北一の規模を誇る。最上川の川面で繰り広げられ

る大水上スターマインは、10万人の市民と20万人の観光客を魅了している。今後も内容を充実し、

最上川の夏を演出する。 

■観光戦略との関係 

日本海の夕陽とあわせて東北の夏を魅力的に演出し、歩き主体の散策・探訪のリピーター獲得が

期待できる。 

 

スケジュール   ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・最上川下流域河川敷最

大イベントによる交流

の場の提供 

 

      

 

 

      

 

 

      

 

 

      

 

 

      

 

 

      

 

継続実施 

担当窓口 酒田観光物産協会事務局                                       

■氏名 荒生 満 
■電話 0234-24-2233  ■ＦＡＸ 0234-24-8350 ■Ｅメール info@sakata-kankou.gr.jp 
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【9】 

（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・
交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 ワンパク自然学校INしらたか 

事業主体 

実施体制 

:白鷹ふる里体験塾 

 (塾長 奥山 龍雄) 

 

事業内容 

■事業の概要 

「ふる里子ども交流館」を拠点に、地元の人との触れ合いを通じて、様々な自然体験ゃ交流を深

めます。月一回は地元の講師を招き、自然観察会や体験農園調理などの体験ができる。 

■観光戦略との関係 

自然、農村の地元資源の活用により、都市マーケットを活用し、地域振興の一環として取り組む

ことが出来る。 

鮎まつり等でのコーナー実施。 

スケジュール    ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・ふるさと体験塾  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・最上川フットパス事業 

連帯計画立案 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

       

       

 

      

 

担当窓口 白鷹ふる里体験塾                                       

■氏名 奥山龍雄         
■電話 0238-85-0600 ■ＦＡＸ        ■Ｅメール 

継続実施 

継続実施 
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【10】 

（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・
交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 最上川JAZZ回廊プロジェクト 

事業主体 

実施体制 

：EVNおきたま 

 リバーツーリズム・ネットワーク 

 山形ビッグバンド連盟 
 

 

 
 

 

 

事業内容 

■事業の概要 

 山形県内各地で展開しているJAZZ文化を「最上川JAZZ回廊」としてつなぎPRすることで、流域

全体の魅力を高め広域観光を促進するとともに、市民参加型のJAZZイベントを通じて、多様な世代

の最上川の環境改善やリバーツーリズムへの関心の喚起を図る。 

■観光戦略との関係 

内外からのJAZZ愛好者のみならず、「そば」「ワイン」「雪」といった流域の地域資源とJAZZとの

組み合わせによって、幅広い層の観光客の誘引が期待できる。 

 

スケジュール   ■事業実施期間：平成16～21年度 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・雪と灯りとJAZZ回廊」
事業（米沢市の雪灯篭祭

り、長井市の雪灯り祭

り、川西のスウィングガ

ールズ東北学生音楽祭

の連携） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

・流域各地の JAZZイベ

ントの連携 

      

・「最上川JAZZセッショ

ン」開催 

      

 

      

 

      

 

      

 

継続実施 

継続実施 

継続実施 

担当窓口 リバーツーリズム・ネットワーク                                         

■氏名 青木 孝弘         
■電話 0238-84-5537 ■FAX 0238-88-3896  ■Ｅメールsmilesquare@aol,com 
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【11】 

（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・
交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 芭蕉乗船の地国際俳句大会 

事業主体 

実施体制 

本合海エコロジー 

 

※本合海地区を活動フィールドとする団体等として「本合海エコロジー」は昭和61年に設立され、
芭蕉・斉藤茂吉・正岡子規等の句（歌）碑を建立するなど、本合海の地域作りを行ってきた。 

 

 
 

 

 
 

事業内容 

■事業の概要 

元禄２年（１６８９）３月２７日深川より船出、長途の旅に出た松尾芭蕉と曾良の一行は、６月

１日大石田から猿羽根峠を越え、新庄の澁谷風流宅に２泊し、６月３日ここ本合海から舟上の人と
なった。これを記念し、この乗船の地で毎年、１０月上～中旬に俳界の巨匠金子兜太らを招き、俳

句愛好家による「芭蕉乗船の地国際俳句大会」を平成１３年度より開催している。 

■観光戦略との関係 
国土交通省による本合海地区河川環境整備による遊歩道の整備がH１７よりなされることから、各

ビューポイントやポケットパークに「芭蕉乗船の地国際俳句大会」で披露された句碑等を整備し、

この地を俳諧の聖地としてのPRを行う 
 

スケジュール   ■事業実施期間：通年(継続) 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・第4回「芭蕉乗船の地

国際俳句大会」 

 

  
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

・句碑の建立 

  
 
 
 

     

 

  
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

 

   
 
 
 

    

 

   
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

  
 
 
 

 

担当窓口  本合海エコロジー                                      

■氏名 木村 正 
■電話 0233-26-2118 ■ＦＡＸ0233-26-2118 ■Ｅメールmotaikaiecology@helen.ocn.ne.jp 
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【12】 

（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・
交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業 

事業名 こいこい灯篭まつり 

事業主体 

実施体制 

本合海エコロジー 

 

※本合海地区を活動フィールドとする団体等として「本合海エコロジー」は昭和61年に設立され、
本合海の地域づくりを行ってきた。 

 

 
 

 

 
 

事業内容 

■事業の概要 

「最上川こいこい灯篭まつり」は途絶えていた灯篭流し行事を復活しようということで、平成６

年から地元を中心に実行委員会を組織し開催している。本合海大橋下～八向楯の河川域に８月１９
日より絵灯篭２０基を展示し、２３日夜には、芭蕉乗船の地より篝火を焚いた絵灯篭を流す。 

「こいこい」という言葉には本合海地区が鯉の産卵場所であることから鯉が恋を生むことを懸け

ており、色々な方々に向けて「こいこい」と呼びかける意味も持つ 
■観光戦略との関係 

 
新庄まつりの前日に灯篭流しを行うことによって、新庄まつり来客へのPRを図る 

スケジュール   ■事業実施期間：通年(継続) 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・灯籠の作成、イベント

の実施 

 

  
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

担当窓口  本合海エコロジー                                      

■氏名 木村 正 
■電話 0233-26-2118■ＦＡＸ0233-26-2118 ■Ｅメールmotaikaiecology@helen.ocn.ne.jp 
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【13】 

（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・
交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業 

事業名 ダリヤカップマウンテンバイク大会 

事業主体 

実施体制 

：ダリヤカップマウンテンバイク大会実行委員会 
（観光協会、マウンテンバイク愛好会） 

 

 
 

 

 
 

事業内容 

■事業の概要 

日本一を誇るダリヤ園を起点に、内山沢遊歩道や林道、ため池などの自然コースを活かした、幼

児から上級者まで楽しめるクラス別マウンテンバイク大会を実施する。 

■観光戦略との関係 

自然豊かな水辺や緑道を走る本イベントは、サイクリングによる散策・探訪の充実等への展開が
期待できる。 

 

スケジュール      ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

 

・ダリヤカップマウンテ
ンバイク大会 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

         
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

      

 

 

 

      

 

9/12実施 

担当窓口 川西町観光協会                                       

■氏名 飯田 哲志        
■電話 0238-42-2112 ■ＦＡＸ 0238-42-2112 ■Ｅメール kawa-kan@cameo.plala.or.jp 
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【14】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業 

事業名 山形大花火大会 

事業主体 

実施体制 

：山形大花火大会協議会 
（事務局：山形青年会議所） 

 

 
 

 

 
 
 

事業内容 

■事業の概要 

最上川の支流である須川は、山形市を南北に縦断する主要な河川である。通算で25回を迎えるこ

の大会は市民に定着しており、市外、県外からも多くの観光客を惹きつける夏の風物詩として発展
させている。 

■観光戦略との関係 

花火大会は、河川敷や海岸などの水辺で行われるケースが多く、流域各地の大会においてストー

リー性を持たせた展開が期待できる。 
 

スケジュール      ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・山形大花火大会 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

担当窓口 山形大花火大会協議会 （山形商工会議所青年部内）                                      

■氏名 佐藤 靖之         
■電話 023-632-8665 ■ＦＡＸ 023-633-2219 ■Ｅメール y-jc@macbase.or.jp 

8/中旬実施
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【15】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業 

事業名 日本一の芋煮会フェスティバル 

事業主体 

実施体制 

：日本一の芋煮会フェスティバル協議会 
（事務局：山形商工会議所青年部） 

 

 
 

 

 
 

事業内容 

■事業の概要 

馬見ヶ崎川は最上川の支流として、山形の憩いの場となっている。この場所で古くから行われて

いる 山形市民の芋煮会を題材として、平成元年から、直径6mの大鍋を使い、市内外の来客に対し、

芋煮を振舞い、山形市の食文化の発信をしている。 

■観光戦略との関係 

平成15年度は、18万人という過去最高の来場者数を記録。今後は、他の河川流域とも連携するな

ど、「食」を通じた散策・探訪の充実が期待できる。 

 

スケジュール      ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

 

・日本一の芋煮会フェ

スティバル 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

      

 

担当窓口 日本一の芋煮会事務局 （山形商工会議所青年部内）                                      

■氏名 今川 浩治         
■電話 023-622-0141 ■ＦＡＸ 023-622-0146 ■Ｅメール http://www.y-yeg.jp/imomi/ 

9/初旬実施 



 16 

【16】 
（ⅰ）核となるソフト事業 〔ＮＰＯ等の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・

交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕 

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業 

事業名 果樹王国ひがしね滞在型ふれあい体験ツアー事業 

事業主体 

実施体制 

：（社）東根市観光物産協会 
 

 

 
 

 

 

事業内容 

■事業の概要 

地域の資源である農業を観光資源の一つとして考え、単に休暇を過ごすのではなく、農作業を体
験しゆっくりと滞在できることで、地元の人との交流を深めながらより一層東根の良さを認識して

いただくふれあい体験ツアーを実施する。 

■観光戦略との関係 

滞在型の観光を実施することで、空いた時間でフルーツ狩りや温泉めぐりなど、エリア全体の観
光流動性を高めることが期待できる。 

 

スケジュール      ■事業実施期間：通年（継続） 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

・体験内容,交流内容及
びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・圏外への周知、PR、地

域住民、関係団体との連 
携、事業の実施 

  
 
 
 
 

    

・圏外の周知、PR 

 
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

      

 

      

 

      

 

継続実施 

担当窓口 （社）東根市観光物産協会                                       

■氏名 今野 征         
■電話 0237-41-1200 ■ＦＡＸ 0237-41-1550 ■Ｅメール info@higashine.com 




